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Ⅰ【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

本日、有価証券報告書を提出いたしましたので、2018年9月5日付で提出した有価証券届出書（以下

「原届出書」といいます。）の関係情報を新たな情報に訂正するため、また記載事項のうち訂正すべき

事項がありますので、本訂正届出書を提出するものです。

 

Ⅱ【訂正の内容】

原届出書において、以下に記載した箇所を、＜訂正前＞の内容から＜訂正後＞の内容に訂正し、ま

た、更新します。

　　　　　 部分は、訂正部分を示します。
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第二部【ファンド情報】
　

第１【ファンドの状況】
　

１【ファンドの性格】
　

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

＜訂正前＞

（前略）

 

④ファンドの特色

（中略）

 

 

＜訂正後＞

（前略）

 

④ファンドの特色

（中略）
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（２）【ファンドの沿革】

＜訂正前＞

平成30年9月25日　　投資信託契約締結、設定・運用開始（予定）

 

＜訂正後＞

平成30年9月25日　　投資信託契約締結、設定・運用開始

 

（３）【ファンドの仕組み】

＜訂正前＞

（前略）

 

②委託会社の概況

1） 資本金の額　（平成30年7月末日現在）

資本金　　　　150百万円

 

（中略）

 

3） 大株主の状況（平成30年7月末日現在）

名称 住所 所有株式数 所有比率

楽天株式会社 東京都世田谷区玉川一丁目14番1号 13,000　株 100　％

 

＜訂正後＞

（前略）

 

②委託会社の概況

1） 資本金の額　（平成30年11月末日現在）

資本金　　　　150百万円

 

（中略）

 

3） 大株主の状況（平成30年11月末日現在）

名称 住所 所有株式数 所有比率

楽天株式会社 東京都世田谷区玉川一丁目14番1号 13,000　株 100　％
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２【投資方針】
　

（１）【投資方針】

＜訂正前＞

（前略）

 

②　投資態度

（中略）

 

※有価証券届出書提出日現在、「別に定める投資信託証券」とは、以下の通りとします。

 

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

 

②　投資態度

（中略）

 

※平成30年11月30日現在、「別に定める投資信託証券」とは、以下の通りとします。

 

（後略）

 

（２）【投資対象】

＜訂正前＞

（前略）

 

③　投資対象とする投資信託証券の概要

下記概要は、有価証券届出書提出日現在のものであり、今後、記載事項は変更になる場合があ

ります。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

 

③　投資対象とする投資信託証券の概要

下記概要は、平成30年11月30日現在のものであり、今後、記載事項は変更になる場合がありま

す。

（後略）

 

（３）【運用体制】

＜訂正前＞

当ファンドの運用体制は以下の通りです。

・「投資政策委員会」は、代表取締役が直轄する会議体として、経済環境や市場動向等の調査・分

析に基づき、運用方針、運用計画等の運用に関する事項を協議・検討し、決定します。

・「運用会議」は、運用計画等に基づく運用の実施状況や投資環境・市場動向等を勘案して運用計

画の変更の要否等の検討を行うなど、具体的な運用に関する事項を協議・検討します。

・運用部は「投資政策委員会」で決定された運用計画に従って運用を実行します。
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・コンプライアンス部は、法令等、投資信託約款および社内規程等の遵守状況の確認を行います。

 

 

※ 運用体制は平成30年7月末現在のものであり、今後、変更になる場合があります。

※ 当社では、ファンドの適正な運用、受益者との利益相反となる取引の防止を目的として「内

部者取引管理規程」「利益相反取引管理規程」等の社内諸規則を設けております。また、

「運用の基本方針」「運用業務規程」「運用管理規程」等を設け、ファンドの運用に関する

基本的な事項を定めています。

 

＜訂正後＞

委託会社における運用体制は、以下の通りです。
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・ 「投資政策委員会」は、代表取締役が直轄する会議体として、運用部門が策定する運用計画、議

決権等の指図行使に関する事項、ならびに投資信託財産および投資一任契約に基づく受託資産の

運用に関する運用方針等その他の重要事項を協議・検討します。

・ 「運用会議」は、決定された運用計画を受けて、投資信託財産、または投資一任契約に基づく受

託資産ごとの具体的な運用に関する事項、ならびに投資信託財産ごとの分配金支払等について協

議・検討します。（但し、運用会議において協議・検討された事項で重要なものと判断される事

項については投資政策委員会に報告します。）

・ 運用部門は「投資政策委員会」で決定された運用計画に従って運用を実行します。

・ 「コンプライアンス委員会」は、コンプライアンスおよびリスク管理に関する社内規程等、それ

らに関する具体的施策、ならびにそれらに関する重要な事項について協議・検討を行います。ま

た、法令諸規則等の遵守状況および各種リスクに関するモニタリング等の結果報告を受け、それ

らについて必要な事項を協議・検討します。

・ コンプライアンス部は、投資信託財産および投資一任契約に基づく受託資産の投資信託約款およ

び運用ガイドライン等、法令諸規則等の遵守状況のモニタリングに関する業務ならびに投資信託

財産および投資一任契約に基づく受託資産の運用リスク管理に関する業務等を行います。

※ 運用体制は平成30年11月末現在のものであり、今後、変更になる場合があります。
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※ 当社では、ファンドの適正な運用、受益者との利益相反となる取引の未然防止を目的として「内

部者取引管理規程」「利益相反管理規程」等の社内規程を設けております。また、「運用の基本

方針」「運用業務規程」「運用管理規程」等を設け、ファンドの運用に関する基本的な事項を定

めています。
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３【投資リスク】
＜訂正前＞

（前略）

 

（2）リスク管理体制

（中略）

 

 

＜訂正後＞

（前略）

 

（2）リスク管理体制

（中略）
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４【手数料等及び税金】

（３）【信託報酬等】

＜訂正前＞

（前略）

 

＊税額は、平成30年7月末日現在のものであり、税法が改正された場合、その内容が変更されるこ

とがあります。

 

＜訂正後＞

（前略）

 

＊税額は、平成30年11月末日現在のものであり、税法が改正された場合、その内容が変更されるこ

とがあります。
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（５）【課税上の取扱い】

＜訂正前＞

課税上は、株式投資信託として扱われます。

①個人の受益者の場合

（中略）

2）一部解約金・償還金の取扱い

（中略）

 

適用期間 所得税
復興特別所

得税
地方税 合計

平成26年1月1日から

平成49年12月31日まで
15％ 0.315％ 5％ 20.315％

平成50年1月1日から 15％ － 5％ 20％

（注1） 所得税については、平成25年1月1日から平成49年12月31日までの間、別途、所得税の額

に対し、2.1％の金額が復興特別所得税として徴収されます。

（中略）

 

②法人の受益者の場合

（中略）

 

適用期間 所得税 復興特別所得税 合計

平成26年1月1日から

平成49年12月31日まで
15％ 0.315％ 15.315％

平成50年1月1日から 15％ － 15％

（注）所得税については、平成25年1月1日から平成49年12月31日までの間、別途、所得税の額に対

し、2.1％の金額が復興特別所得税として徴収されます。

 

（後略）

 

＜訂正後＞

課税上は、株式投資信託として扱われます。

①個人の受益者の場合

（中略）

2）一部解約金・償還金の取扱い

（中略）

 

適用期間 所得税
復興特別所

得税
地方税 合計

2037年12月31日まで 15％ 0.315％ 5％ 20.315％

2038年1月1日から 15％ － 5％ 20％

（注1） 所得税については、2037年12月31日までの間、別途、所得税の額に対し、2.1％の金額が

復興特別所得税として徴収されます。

（中略）

 

②法人の受益者の場合

（中略）
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適用期間 所得税 復興特別所得税 合計

2037年12月31日まで 15％ 0.315％ 15.315％

2038年1月1日から 15％ － 15％

（注）所得税については、2037年12月31日までの間、別途、所得税の額に対し、2.1％の金額が復興

特別所得税として徴収されます。

 

（後略）
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５【運用状況】
※原届出書の「第二部　ファンド情報　第１　ファンドの状況　５　運用状況」の情報を更新します。

 

＜更新後＞

（１）【投資状況】

   （平成30年11月30日現在）

資産の種類 時価合計(円) 投資比率(％)

投資信託証券  401,676,060 106.77

 内　アイルランド 401,676,060 106.77

親投資信託受益証券  8,998 0.00

 内　日本 8,998 0.00

短期金融資産、その他（負債控除後） △25,491,839 △6.78

純資産総額 376,193,219 100.00

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。

（注2）投資資産の内書きの時価および投資比率は、当該資産の地域別の内訳です。

 

（２）【投資資産】

①【投資有価証券の主要銘柄】

（平成30年11月30日現在）

 

国／

地域
種類 銘柄名 数量

帳簿単価

（円）

帳簿価額

（円）

評価額

単価

（円）

評価額

（円）

投資

比率

（％）

1
アイル

ランド

投資信託

証券

マン・ファンズ・

Ⅵ・ピーエルシー -

マン・オルタナティ

ブ・スタイル・リス

ク・プレミア（クラ

スIH日本円シェアー

ズ）

44,893.24 8,955.17 402,027,018 8,947.36 401,676,060 106.77

2 日本
親投資信託

受益証券

楽天・国内マネー・

マザーファンド
8,986.00 1.0014 8,998 1.0014 8,998 0.00

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。

 

投資有価証券の種類別投資比率  

投資有価証券の種類 投資比率（％）

 投資信託証券 106.77

 親投資信託受益証券 0.00

 合計 106.78

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。
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②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

 

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。
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（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成30年11月30日現在および同日前１年以内における各月末営業日及び各計算期間末の純資産の推

移は次の通りです。

 

純資産総額 １口当たりの純資産額

（分配落）

（円）

（分配付）

（円）

（分配落）

（円）

（分配付）

（円）

設定時
1,100,000 － 1.0000 －

(平成30年9月25日)

平成30年9月末日 1,101,060 － 1.0010 －

10月末日 137,440,459 － 0.9675 －

第1計算期間末
326,626,449 326,626,449 0.9578 0.9578

(平成30年11月20日)
     

11月末日 376,193,219 － 0.9564 －

 

②【分配の推移】

 １口当たり分配金(円)

第1計算期間 0.0000

 

③【収益率の推移】

 収益率(％)

第1計算期間 △4.2

（注）収益率とは、各計算期間の直前の計算期間末の基準価額（分配落の額）を基準とした、各計算期間末の基準価額

（分配付）の上昇（または下落）率をいいます。なお、収益率は小数第2位を四捨五入しています。
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（参考情報）運用実績
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（４）【設定及び解約の実績】

 設定数量（口） 解約数量（口） 発行済数量（口）

第1計算期間 341,012,795 － 341,012,795

（注）当初申込期間中の設定数量は1,100,000口です。
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（参考）楽天・国内マネー・マザーファンド

（１）投資状況

  （平成30年11月30日現在）

資産の種類 時価合計(円) 投資比率(％)

現先取引  499,999,865 30.45

 内　日本 499,999,865 30.45

短期金融資産、その他（負債控除後） 1,141,808,151 69.55

純資産総額 1,641,808,016 100.00

（注1）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。

（注2）投資資産の内書きの時価および投資比率は、当該資産の地域別の内訳です。

 

（２）投資資産

①投資有価証券の主要銘柄

（平成30年11月30日現在）

 

銘柄名
地域

種類
業種

株数、口数
または額面金額

簿価単価（円）
簿価金額（円）

評価単価（円）
評価金額（円）

利率
（%）
償還日

投資
比率
（%）

1
首都圏リース04BB CP現先

500,000,000
－ － －

30.45
日本 － 499,999,865 499,999,865 －

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。

 

投資有価証券の種類別投資比率  

投資有価証券の種類 投資比率（％）

CP現先 30.45

合計 30.45

（注）投資比率は、ファンドの純資産総額に対する当該銘柄の時価の比率です。

 

②投資不動産物件

該当事項はありません。

 

③その他投資資産の主要なもの

該当事項はありません。
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第２【管理及び運営】
　

２【換金（解約）手続等】

＜訂正前＞

（前略）

（3）一部解約の実行の請求の受付が中止された場合には、受益者は当該受付中止以前に行った当日

の一部解約の実行の請求を撤回できます。ただし、受益者がその一部解約の実行の請求を撤回

しない場合には、当該受益権の一部解約の価額は、当該受付中止を解除した後の最初の基準価

額の計算日（当該日が一部解約の実行の請求を受付けない日であるときは、当該計算日以降の

最初の一部解約の請求を受付けることができる日とします。）に一部解約の実行の請求を受付

けたものとして、請求受付日の翌営業日の基準価額とします。

（後略）

 

＜訂正後＞

（前略）

（3）一部解約の実行の請求の受付が中止された場合には、受益者は当該受付中止以前に行った当日

の一部解約の実行の請求を撤回できます。ただし、受益者がその一部解約の実行の請求を撤回

しない場合には、当該受益権の一部解約の価額は、当該受付中止を解除した後の最初の基準価

額の計算日（当該日が一部解約の実行の請求を受付けない日であるときは、当該計算日以降の

最初の一部解約の請求を受付けることができる日とします。）に一部解約の実行の請求を受付

けたものとして、請求受付日の翌々営業日の基準価額とします。

（後略）

 

３【資産管理等の概要】
　

（４）【計算期間】

＜訂正前＞

当ファンドの計算期間は、原則として毎年11月21日から翌年11月20日までとします。

ただし、第1計算期間は、投資信託契約締結日から平成30年11月20日までとします。

各計算期間終了日が休業日のときは、各計算期間終了日は、該当日の翌営業日とし、その翌日より

次の計算期間が開始します。

 

＜訂正後＞

当ファンドの計算期間は、原則として毎年11月21日から翌年11月20日までとします。

ただし、各計算期間終了日が休業日のときは、各計算期間終了日は、該当日の翌営業日とし、その

翌日より次の計算期間が開始します。
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第３【ファンドの経理状況】
※原届出書の「第二部　ファンド情報　第３　ファンドの経理状況」の情報を更新します。

 

＜更新後＞

 

(1)　当ファンドの財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年

大蔵省令第59号）並びに同規則第2条の2の規定により、「投資信託財産の計算に関する規則」

（平成12年総理府令第133号）に基づいて作成しております。

　 　なお、財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

 

(2)　当ファンドは、金融商品取引法第193条の2第１項の規定に基づき、第1期（平成30年9月25日か

ら平成30年11月20日まで）の財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人により監査を受け

ております。
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１【財務諸表】
 

【楽天・スタイル・リスク・プレミア戦略ファンド】

 

（１）【貸借対照表】

 （単位：円）

 当期
平成30年11月20日現在

資産の部  
流動資産  
コール・ローン 10,670,935

投資信託受益証券 331,027,018

親投資信託受益証券 8,998

流動資産合計 341,706,951

資産合計 341,706,951

負債の部  
流動負債  
未払金 15,000,000

未払受託者報酬 4,376

未払委託者報酬 41,092

その他未払費用 35,034

流動負債合計 15,080,502

負債合計 15,080,502

純資産の部  
元本等  
元本 341,012,795

剰余金  
期末剰余金又は期末欠損金（△） △14,386,346

（分配準備積立金） -

元本等合計 326,626,449

純資産合計 326,626,449

負債純資産合計 341,706,951
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（２）【損益及び剰余金計算書】

 （単位：円）

 
当期

自 平成30年 9月25日
至 平成30年11月20日

営業収益  
有価証券売買等損益 △3,462,984

営業収益合計 △3,462,984

営業費用  
支払利息 580

受託者報酬 4,376

委託者報酬 41,092

その他費用 35,034

営業費用合計 81,082

営業利益又は営業損失（△） △3,544,066

経常利益又は経常損失（△） △3,544,066

当期純利益又は当期純損失（△） △3,544,066

一部解約に伴う当期純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う当期純損失金額の分配額（△）
-

期首剰余金又は期首欠損金（△） -

剰余金増加額又は欠損金減少額 -

剰余金減少額又は欠損金増加額 10,842,280

当期追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増加

額
10,842,280

分配金 -

期末剰余金又は期末欠損金（△） △14,386,346
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（３）【注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

1.

 

 

 

 

 

 

 

 

2.

 

有価証券の評価基準

及び評価方法

 

 

 

 

 

 

 

収益及び費用の計上

基準

投資信託受益証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたって

は、投資信託受益証券の市場価格又は基準価額に基づいて評価してお

ります。

 

親投資信託受益証券

移動平均法に基づき、時価で評価しております。時価評価にあたって

は、親投資信託受益証券の基準価額に基づいて評価しております。

 

有価証券売買等損益の計上基準

約定日基準で計上しております。

 

（貸借対照表に関する注記）

項　目
当期

平成30年11月20日現在

1. 計算期間末日における受益権の

総数

341,012,795口

 

2.

 

 

3.

 

元本の欠損

 

 

計算期間末日における1口当たり

純資産額

（1万口当たり純資産額）

 

貸借対照表上の純資産額が元本総額を下回っており、

その差額は14,386,346円であります。

 

0.9578円

(9,578円)

 

（損益及び剰余金計算書に関する注記）

項　目

当期

自 平成30年 9月25日

至 平成30年11月20日

 分配金の計算過程 計算期間末における解約に伴う当期純利益金額分配後の配当等収益から費

用を控除した額（0円）、解約に伴う当期純利益金額分配後の有価証券売

買等損益から費用を控除し、繰越欠損金を補填した額（0円）、投資信託

約款に規定される収益調整金（0円）及び分配準備積立金(0円）より分配

対象額は0円（1万口当たり0.00円）であります。分配は行っておりませ

ん。
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（金融商品に関する注記）

　Ⅰ　金融商品の状況に関する事項

1. 金融商品に対する

取組方針

当ファンドは投資信託及び投資法人に関する法律第2条第4項に定める証券

投資信託として、信託約款に規定する「運用の基本方針」に基づき金融商

品を保有しております。

   

2. 金融商品の内容及

び当該金融商品に

係るリスク

当ファンドは、売買目的有価証券のほか、コール・ローン等の金銭債権及

び金銭債務を保有しております。当該金融商品はボラティリティ変動リス

ク、価格変動リスク、株価変動リスク、金利変動リスク、為替変動リスク

などの市場リスク、信用リスク、流動性リスク等に晒されております。

   

3. 金融商品に係るリ

スク管理体制

複数の部署と会議体が連携する組織的な体制によりリスク管理を行ってお

ります。信託財産全体としてのリスク管理を金融商品、リスクの種類ごと

に行っております。

   

4. 金融商品の時価等

に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定におい

ては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場

合、当該価額が異なることもあります。

 

　Ⅱ　金融商品の時価等に関する事項

項　目
当期

平成30年11月20日現在

1. 貸借対照表計上額と

時価との差額

貸借対照表計上額は原則として時価で計上されているため、差額はあり

ません。

   

2.

 

 

 

 

 

 

時価の算定方法

 

 

 

 

 

 

(1)有価証券

重要な会計方針に係る事項に関する注記に記載しております。

(2) デリバティブ取引

デリバティブ取引に関する注記に記載しております。

(3)上記以外の金銭債権及び金銭債務

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該

帳簿価額を時価としております。

 

（有価証券に関する注記）

　売買目的有価証券

種類

当期

平成30年11月20日現在

当計算期間の

損益に含まれた評価差額（円）

親投資信託受益証券 △2

投資信託受益証券 △3,462,982

合計 △3,462,984

 

（デリバティブ取引に関する注記）

当期

平成30年11月20日現在

該当事項はありません。
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（関連当事者との取引に関する注記）

当期

自 平成30年 9月25日

至 平成30年11月20日

市場価格その他当該取引に係る価格を勘案して、一般の取引条件と異なる関連当事者との取引は行わ

れていないため、該当事項はありません。

 

（その他の注記）

項　目

当期

自 平成30年 9月25日

至 平成30年11月20日

 元本の推移  

 期首元本額 1,100,000円

 　　期中追加設定元本額 339,912,795円

 　　期中一部解約元本額 -円

 

（４）【附属明細表】

　　第１　有価証券明細表

(1)　　株式

該当事項はありません。

 

(2)　　株式以外の有価証券

種　類 銘　柄 券面総額
評価額

（円）

投資信託

受益証券

マン・ファンズ・Ⅵ・ピーエルシー - マン・

オルタナティブ・スタイル・リスク・プレミ

ア（クラス I H 日本円シェアーズ） 36,943.413 331,027,018

投資信託受益証券　合計 36,943.413 331,027,018

親投資信託

受益証券

楽天・国内マネー・マザーファンド

8,986 8,998

親投資信託受益証券　合計 8,986 8,998

合計   331,036,016

投資信託受益証券及び親投資信託受益証券における券面総額欄の数値は、証券数を表示しております。

 

　　第２　信用取引契約残高明細表

　　　　　該当事項はありません。

 

　　第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

　　　　　該当事項はありません。
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（参考情報）

 

「楽天・スタイル・リスク・プレミア戦略ファンド」は、「マン・ファンズ・Ⅵ・ピーエル

シー - マン・オルタナティブ・スタイル・リスク・プレミア（クラス I H 日本円シェアーズ）」投資

信託受益証券、「楽天・国内マネー・マザーファンド」親投資信託受益証券を主要投資対象としてお

り、貸借対照表の資産の部に計上された「投資信託受益証券」および「親投資信託受益証券」は、すべ

て同ファンドの投資信託受益証券および親投資信託受益証券です。

 

「マン・ファンズ・Ⅵ・ピーエルシー - マン・オルタナティブ・スタイル・リスク・プレミア（クラ

ス I H 日本円シェアーズ）」および「楽天・国内マネー・マザーファンド」の状況は次の通りです。

また、「マン・ファンズ・Ⅵ・ピーエルシー - マン・オルタナティブ・スタイル・リスク・プレミア

（クラス I H 日本円シェアーズ）」については当ファンド（楽天・スタイル・リスク・プレミア戦略

ファンド）の当作成期末において、監査未了のため、記載すべき情報はございません。

なお、以下に記載した情報は監査の対象外です。

 

　　　楽天・国内マネー・マザーファンド

 

（１）貸借対照表

区　　　　　 分 平成30年11月20日現在

　金　額（円）

 資産の部  

　 流動資産  

　　 コール・ローン 1,179,873,778

現先取引勘定 499,999,838

　 　流動資産合計 1,679,873,616

　 資産合計 1,679,873,616

 負債の部  

　 流動負債  

未払解約金 122,360,000

その他未払費用 11,501

　 　流動負債合計 122,371,501

　 負債合計 122,371,501

 純資産の部  

 　元本等  

　 　元本 1,555,262,684

　 　剰余金  

　　 　期末剰余金又は期末欠損金（△） 2,239,431

 元本等合計 1,557,502,115

 　純資産合計 1,557,502,115

 負債純資産合計 1,679,873,616

（注）親投資信託の計算期間は、原則として毎年6月16日から翌年6月15日までであります。
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（２）注記表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

 その他財務諸表作成のための

基本となる重要な事項

現先取引

現先取引の会計処理については、「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準委員会　平成20年3月10日）の規定に

よっております。

 

（貸借対照表に関する注記）

項　目 平成30年11月20日現在

1. 本報告書における開示対象

ファンドの計算期間末日にお

ける当該親投資信託の受益権

の総数

 

 

 

1,555,262,684口

 

2.

 

 

 

本報告書における開示対象

ファンドの計算期間末日にお

ける当該親投資信託の１口当

たり純資産額

（1万口当たり純資産額）

 

 

 

 

1.0014円

(10,014円)

 

（金融商品に関する注記）

　Ⅰ　金融商品の状況に関する事項

1. 金融商品に対する

取組方針

当ファンドは投資信託及び投資法人に関する法律第2条第4項に定める

証券投資信託として、信託約款に規定する「運用の基本方針」に基づ

き金融商品を保有しております。

   

2. 金融商品の内容及

び当該金融商品に

係るリスク

当ファンドは、コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務を保有して

おります。当該金融商品は金利変動リスク、価格変動リスク及び信用

リスク等に晒されております。

   

3. 金融商品に係るリ

スク管理体制

複数の部署と会議体が連携する組織的な体制によりリスク管理を行っ

ております。信託財産全体としてのリスク管理を金融商品、リスクの

種類ごとに行っております。

   

4. 金融商品の時価等

に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない

場合には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算

定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることもあります。
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　Ⅱ　金融商品の時価等に関する事項

項　目 平成30年11月20日現在

1. 貸借対照表計上額

と時価との差額

貸借対照表計上額は原則として時価で計上されているため、差額はあ

りません。

   

2. 時価の算定方法 (1)有価証券

該当事項はありません。

(2)デリバティブ取引

デリバティブ取引に関する注記に記載しております。

(3)上記以外の金銭債権及び金銭債務

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことか

ら、当該帳簿価額を時価としております。

 

（有価証券に関する注記）

　売買目的有価証券

平成30年11月20日現在

当期間の損益に含まれた

評価差額（円）

該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引に関する注記）

平成30年11月20日現在

該当事項はありません。
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（その他の注記）

項　目 自 平成30年 9月25日

至 平成30年11月20日

1.

 

 

 

 

 

 

 

 

2.

 

 

 

 

 

元本の推移

本報告書における開示対象ファ

ンドの期首における当該親投資

信託の元本額

 

同期中における追加設定元本額

 

同期中における一部解約元本額

 

同計算期末における元本の内訳

ファンド名

楽天ブルベア・マネープール

 

楽天ＵＳリート・トリプルエンジ

ン・プラス（レアル）毎月分配型

 

新ホリコ・フォーカス・ファンド

 

楽天グローバル・プレミア・ファ

ンド（ロボット自動運用型）

 

楽天グローバル中小型バリュー

株ファンド

 

楽天・スタイル・リスク・プレミ

ア戦略ファンド

 

計

 

 

 

3,420,754,436円

 

4,541,680,342円

 

6,407,172,094円

 

 

 

1,550,757,623円

 

 

2,492,274円

 

996,910円

 

 

997,905円

 

 

8,986円

 

 

8,986円

 

1,555,262,684円

 

（３）附属明細表

　　第１　有価証券明細表

　　（1） 株式

　　　　　該当事項はありません。

 

　　 (2)　株式以外の有価証券

該当事項はありません。

 

　　第２　信用取引契約残高明細表

該当事項はありません。

 

　　第３　デリバティブ取引及び為替予約取引の契約額等及び時価の状況表

該当事項はありません。
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２【ファンドの現況】

【純資産額計算書】

 

「楽天・スタイル・リスク・プレミア戦略ファンド」

 （平成30年11月30日現在）

項目 金額または口数

　Ⅰ　資産総額 411,240,544円

　Ⅱ　負債総額 35,047,325円

　Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 376,193,219円

　Ⅳ　発行済数量 393,347,998口

　Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 0.9564円

 

（参考情報）「楽天・国内マネー・マザーファンド」

 （平成30年11月30日現在）

項目 金額または口数

　Ⅰ　資産総額 1,719,719,517円

　Ⅱ　負債総額 77,911,501円

　Ⅲ　純資産総額（Ⅰ－Ⅱ） 1,641,808,016円

　Ⅳ　発行済数量 1,639,484,775口

　Ⅴ　１単位当たり純資産額（Ⅲ／Ⅳ） 1.0014円
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第三部【委託会社等の情報】
　

第１【委託会社等の概況】
　

１【委託会社等の概況】
＜訂正前＞

（1）資本金の額（平成30年7月末日現在）

（中略）

 

（3）投資運用の意思決定プロセス

（中略）

②　運用部は、投資政策委員会の決定に基づき、具体的な運用方針を決定します。

③　運用部のファンドマネジャーは、上記運用方針および運用にかかる諸規則等に従って、ポート

フォリオを構築・管理します。

④　コンプライアンス部は、投資信託財産の運用にかかるコンプライアンス状況のモニタリングを行

い、これを運用部にフィードバックします。

 

＜訂正後＞

（1）資本金の額（平成30年11月末日現在）

（中略）

 

（3）投資運用の意思決定プロセス

（中略）

②　運用部門は、投資政策委員会の決定に基づき、具体的な運用方針を決定します。

③　運用部門のファンドマネジャーは、上記運用方針および運用にかかる諸規則等に従って、ポート

フォリオを構築・管理します。

④　コンプライアンス部は、投資信託財産の運用にかかるコンプライアンス状況のモニタリングを行

い、これを運用部門にフィードバックします。
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２【事業の内容及び営業の概況】
＜更新後＞

 

　「投資信託及び投資法人に関する法律」に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信託

の設定を行うとともに、「金融商品取引法」に定める金融商品取引業者として、その運用（投資運用

業）を行っています。また、「金融商品取引法」に定める第二種金融商品取引業にかかる業務の一部お

よび投資助言・代理業務を行っています。

　平成30年11月末日現在における委託会社の運用する証券投資信託は以下の通りです。

種　　　類 本　　数 純資産総額

追加型株式投資信託 44本 185,705百万円

合　　　計 44本 185,705百万円
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３【委託会社等の経理状況】
※原届出書の「第三部　委託会社等の情報　第１　委託会社等の概況　３　委託会社等の経理状況」の

情報を更新します。

 

＜更新後＞

 

１．委託会社である楽天投信投資顧問株式会社（以下「当社」といいます。）の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号、以下「財務諸表等規則」といいます。）、並びに同規則

第２条の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年8月6日内閣府令第52号)により作成して

おります。

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年8月30日大蔵省令第

38号、以下「中間財務諸表等規則」という）、並びに同規則第38条及び第57条の規定に基づき、「金融商品取引業

等に関する内閣府令」（平成19年8月6日内閣府令第52号）により作成しております。

 

２．財務諸表及び中間財務諸表に記載している金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

 

３．当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第12期事業年度（平成29年4月1日から平成30年3月31日ま

で）の財務諸表について、新日本有限責任監査法人による監査を受けており、中間会計期間（平成30年4月1日から平

成30年9月30日まで）の中間財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による中間監査を受けております。
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（１）【貸借対照表】

 
  （単位：千円）

 前事業年度
（平成29年3月31日現在）

当事業年度
（平成30年3月31日現在）

資産の部     

　流動資産     

　　現金・預金  617,562  670,928

　　金銭の信託  1,300,000  1,300,000

　　前払費用  887  2,915

　　未収入金  1,648  －

　　未収委託者報酬  168,194  173,836

　　立替金  5,331  －

　　繰延税金資産  10,130  9,060

　　その他  5,001  5,000

流動資産計  2,108,756  2,161,741

　固定資産     

　　有形固定資産 ※１ 43,782 ※１ 36,926

　　　建物（純額）  26,421  23,218

　　　器具備品（純額）  17,361  13,707

　　投資その他の資産  4,324  15,049

　　　投資有価証券  3,351  14,291

　　　長期前払費用  972  644

　　　繰延税金資産  －  112

　　固定資産計  48,106  51,975

資産合計  2,156,863  2,213,716
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  （単位：千円）

 前事業年度
（平成29年3月31日現在）

当事業年度
（平成30年3月31日現在）

負債の部     

　流動負債     

　　預り金  7,953  3,131

　　未払費用  83,642  94,055

　　未払消費税等  1,601  9,375

　　未払法人税等  31,595  32,716

　　賞与引当金  17,642  14,916

　　役員賞与引当金  388  8,000

　　その他  7,008  －

　　流動負債計  149,832  162,194

　固定負債     

　　繰延税金負債  611  －

　　資産除去債務  5,699  5,699

　　固定負債計  6,311  5,699

負債合計  156,143  167,894

     

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  150,000  150,000

　　資本剰余金     

　　　資本準備金  400,000  400,000

　　　その他資本剰余金  229,716  229,716

　　　資本剰余金合計  629,716  629,716

利益剰余金     

　　　その他利益剰余金     

　　　　繰越利益剰余金  1,220,760  1,266,597

　　　利益剰余金合計  1,220,760  1,266,597

　　株主資本合計  2,000,476  2,046,314

評価・換算差額等     

その他有価証券評価差額金  244  △491

　　評価・換算差額合計  244  △491

　純資産合計  2,000,720  2,045,822

負債・純資産合計  2,156,863  2,213,716
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（２）【損益計算書】

 
  （単位：千円）

 
 
 

前事業年度
（自平成28年4月 1日
 至平成29年3月31日）

当事業年度
（自平成29年4月 1日
 至平成30年3月31日）

営業収益     

　委託者報酬  1,296,283  1,216,403

　営業収益計  1,296,283  1,216,403

営業費用     

　支払手数料  544,973  491,228

　広告宣伝費  2,605  7,342

　通信費  65,880  65,818

　協会費  2,122  1,766

　諸会費  84  18

　営業費用計  615,666  566,173

一般管理費 ※1・2 334,182 ※1・2 364,433

営業利益  346,434  285,796

営業外収益     

　受取利息  5  6

　有価証券利息  551  683

　投資有価証券売却益  57  837

　為替差益  －  8

　雑収入  87  －

　営業外収益計  701  1,535

営業外費用     

　為替差損  225  －

　営業外費用計  225  －

経常利益  346,911  287,332

特別損失     

　固定資産売却損  185  －

　その他特別損失  7,008  10,492

　特別損失計  7,193  10,492

税引前当期純利益  339,717  276,840

法人税、住民税及び事業税  102,622  80,331

法人税等調整額  5,058  670

法人税等合計  107,681  81,002

当期純利益  232,036  195,837
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（３）【株主資本等変動計算書】

 
前事業年度（自　平成28年4月1日　　至　平成29年3月31日）

（単位：千円）

 株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 150,000 400,000 229,716 629,716

当期変動額     
　剰余金の配当     
　当期純利益     
株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
    

当期変動額合計 － － － －

当期末残高 150,000 400,000 229,716 629,716

 

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額等

合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,138,723 1,138,723 1,918,439 － － 1,918,439

当期変動額       
　剰余金の配当 △150,000 △150,000 △150,000   △150,000

　当期純利益 232,036 232,036 232,036   232,036

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
   244 244 244

当期変動額合計 82,036 82,036 82,036 244 244 82,280

当期末残高 1,220,760 1,220,760 2,000,476 244 244 2,000,720

 
当事業年度（自　平成29年4月1日　　至　平成30年3月31日）

（単位：千円）

 株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 150,000 400,000 229,716 629,716

当期変動額     
　剰余金の配当     
　当期純利益     
株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
    

当期変動額合計 － － － －

当期末残高 150,000 400,000 229,716 629,716

 

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計
その他有価証券

評価差額金

評価・換算差額等

合計
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 1,220,760 1,220,760 2,000,476 244 244 2,000,720

当期変動額       
　剰余金の配当 △150,000 △150,000 △150,000   △150,000

　当期純利益 195,837 195,837 195,837   195,837

株主資本以外の項目の当期

変動額（純額）
   △735 △735 △735

当期変動額合計 45,837 45,837 45,837 △735 △735 45,102

当期末残高 1,266,597 1,266,597 2,046,314 △491 △491 2,045,822
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［注記事項］

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

（１）有価証券

　◇その他有価証券

　　　時価のあるもの

当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、移

動平均法により算定）を採用しております。

 
（２）金銭の信託

時価法によっております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は、以下の通りであります。

　　建物　　　　 10年

器具備品　 　4～20年

また、取得価額が100千円以上200千円未満の減価償却資産につきましては、3年均等償却によっております。

 
（２）長期前払費用

定額法によっております。

 
３．引当金の計上基準

　（１）貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上することとしております。

 
（２）賞与引当金

従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を

計上しております。

 
　（３）役員賞与引当金

役員への賞与の支払いに備えるため、役員に対する将来の支給見込額のうち、当事業年度末において負担すべ

き額を計上しております。

 
４．その他財務諸表の作成のための基本となる重要な事項

　◇消費税等の会計処理方法

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 
（貸借対照表関係）

 
※１．有形固定資産より控除した減価償却累計額

 前事業年度

（平成29年3月31日）

当事業年度

（平成30年3月31日）

　　　有形固定資産  12,247千円  18,684千円

 
（損益計算書関係）

 
※１．役員報酬の範囲

 前事業年度
　 （自平成28年4月 1日
　　 至平成29年3月31日）

当事業年度
　 （自平成29年4月 1日
　　 至平成30年3月31日）

　　取締役　年額  200,000千円  200,000千円

　　監査役　年額  30,000千円  30,000千円
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※２．一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額は、以下のとおりであります。

 前事業年度
　 （自平成28年4月 1日
　　 至平成29年3月31日）

当事業年度
　 （自平成29年4月 1日
　　 至平成30年3月31日）

　　人件費  170,093千円  208,027千円

　　減価償却費  8,127千円  8,196千円

　　賞与引当金繰入額  26,568千円  14,916千円

　　役員賞与引当金繰入額  △1,367千円  8,000千円

 
（株主資本等変動計算書関係）

 
　前事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

 
１．発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 13,000株 － － 13,000株

 
２．自己株式に関する事項

　　該当事項はありません。

 
３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 
４．剰余金の配当に関する事項

　（1）配当金支払額

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額

(百万円)

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日

平成28年6月29日

定時株主総会
普通株式 150 11,538.46 平成28年3月31日 平成28年6月29日

 
　当事業年度（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

 
１．発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式 13,000株 － － 13,000株

 
２．自己株式に関する事項

　　該当事項はありません。

 
３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 
４．剰余金の配当に関する事項

　（1）配当金支払額

 
(決議)

株式の種類
配当金の総額

(百万円)

1株当たり

配当額

(円)

基準日 効力発生日

平成29年6月29日

定時株主総会
普通株式 150 11,538.46 平成29年3月31日 平成29年6月29日

 
（リース取引関係）

　　該当事項はありません。
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（金融商品関係）

 
　　１．金融商品の状況に関する事項

　　　(1）金融商品に対する取組方針

当社は、投資信託の運用を業として行っております。

当社では保有する金融資産・負債から生ずる様々なリスクを横断的かつ効率的に管理し、財務の健全性の

維持を図っております。

なお、余資運用に関しては、預金等安全性の高い金融資産で運用しております。

　　　(2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

現金・預金は、国内通貨による預金等であり、短期間で決済されるため、為替変動リスクや価格変動リス

クは殆どないと認識しております。金銭の信託は、主に債権等を裏付けとした証券化商品を運用対象として

おりますが、保有している証券化商品の外部格付機関による格付評価が高いため、価格変動リスクは殆どな

いと認識しております。

また、営業債権である未収委託者報酬は、投資信託約款に基づき、信託財産から委託者に対して支払われ

る信託報酬の未払金額であり、信託財産は受託銀行において分別保管されているため、信用リスクは殆ど無

いと認識しております。

投資有価証券は当社運用投資信託であり、当初自己設定および商品性維持を目的に保有しております。当

該投資信託は為替変動リスクや価格変動リスクに晒されておりますが、投資金額はその目的に応じた額にと

どめられており、リスクは極めて限定的であると認識しています。

未払費用につきましては、そのほとんどが一年以内で決済されます。

 
２．金融商品の時価等に関する事項

　　　　　貸借対照表計上額、時価、及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前事業年度（平成29年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

資産

(1) 現金・預金

(2) 金銭の信託

(3) 未収委託者報酬

(4) 投資有価証券

　　 ①その他有価証券

 
617,562

1,300,000

168,194

 
3,351

 
617,562

1,300,000

168,194

 
3,351

 
－

－

－

 
－

資産計 2,089,108 2,089,108 －

負債

(1) 未払費用

(2) 未払法人税等

 
83,642

31,595

 
83,642

31,595

 
－

－

負債計 115,238 115,238 －

 
当事業年度（平成30年3月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 貸借対照表計上額 時価 差額

資産

(1) 現金・預金

(2) 金銭の信託

(3) 未収委託者報酬

(4) 投資有価証券

　　 ①その他有価証券

 
670,928

1,300,000

173,836

 
14,291

 
670,928

1,300,000

173,836

 
14,291

 
－

－

－

 
－

資産計 2,159,056 2,159,056 －

負債

(1) 未払費用

(2) 未払法人税等

 
94,055

32,716

 
94,055

32,716

 
－

－

負債計 126,771 126,771 －
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（注）１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

◇資産

(1)現金・預金　(2)金銭の信託　(3)未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と類似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

　　　　　(4)投資有価証券

投資信託は公表されている基準価額によっております。

また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照ください。

　　　　◇負債

(1)未払費用　(2)未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と類似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

 
　　　 ２．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成29年3月31日）　　　　　 　　　　　　　　　（単位：千円）

 1年以内 1年超

5年以内

現金・預金 617,562 －

金銭の信託 1,300,000 －

未収委託者報酬 168,194 －

投資有価証券   
　その他有価証券のうち満期があるもの － －

合　　　　　計 2,085,756 －

 
当事業年度（平成30年3月31日）　　　　　 　　　　　　　　　（単位：千円）

 1年以内 1年超

5年以内

現金・預金 670,928 －

金銭の信託 1,300,000 －

未収委託者報酬 173,836 －

投資有価証券   
　その他有価証券のうち満期があるもの － －

合　　　　　計 2,144,764 －
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（有価証券関係）

 
1.その他有価証券

 前事業年度　（平成29年3月31日）

区分 貸借対照表計上額

（千円）

取得原価

（千円）

差額

（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

3,351

 
 
－

－

3,000

 
 
－

－

351

小　　計 3,351 3,000 351

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

－

 
 
－

－

－

 
 
－

－

－

小　　計 － － －

合　　計 3,351 3,000 351

 
当事業年度　（平成30年3月31日）

区分 貸借対照表計上額

（千円）

取得原価

（千円）

差額

（千円）

貸借対照表計上額が取得

原価を超えるもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

－

 
 
－

－

－

 
 
－

－

－

小　　計 － － －

貸借対照表計上額が取得

原価を超えないもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

14,291

 
 
－

－

15,000

 
 
－

－

708

小　　計 14,291 15,000 708

合　　計 14,291 15,000 708

 
　　　2.売却したその他有価証券

前事業年度（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

種類 売却額

（千円）

売却益の合計額

（千円）

売却損の合計額

（千円）

（1）株式

（2）債券

（3）その他

－

－

3,057

－

－

87

－

－

30

合計 3,057 87 30

 
当事業年度（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

種類 売却額

（千円）

売却益の合計額

（千円）

売却損の合計額

（千円）

（1）株式

（2）債券

（3）その他

－

－

13,837

－

－

837

－

－

－

合計 13,837 837 －

 
（デリバティブ取引関係）

 
当社はデリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

 
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
 前事業年度

（平成29年3月31日）
当事業年度

（平成30年3月31日）

繰延税金資産     

　未払費用  983千円  1,765千円

　未払事業所税  194千円  214千円

　未払事業税  1,345千円  2,512千円

　賞与引当金  5,444千円  4,567千円

　減価償却超過額  542千円  852千円

　繰延資産  395千円  308千円

　資産除去債務  1,745千円  1,745千円

　その他有価証券評価差額金  －  216千円

　その他  11,184千円  6,576千円

繰延税金資産小計  21,835千円  18,760千円

評価性引当金  △10,766千円  △8,322千円

繰延税金資産合計  11,068千円  10,438千円

繰延税金負債     

　その他有価証券評価差額金  107千円  －

　建物付属設備  1,442千円  1,265千円

繰延税金負債合計  1,549千円  1,265千円

繰延税金資産純額  9,518千円  9,172千円

     

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
 前事業年度

（平成29年3月31日）
当事業年度

（平成30年3月31日）

法定実効税率  30.86％  30.86％

（調整）     

所得拡大税制の特別控除  －  △2.39％

交際費等永久に損金に算入されない項目  0.48％  0.59％

住民税均等割等  0.09％  0.10％

評価性引当額の増減  0.88％  △0.88％

その他  △0.62％  1.00％

税効果会計適用後の法人税等の負担率  31.70％  29.26％

 
（資産除去債務関係）

１．当該資産除去債務の概要

　　建物賃貸借契約に基づき使用する建物等の、退去時における原状回復義務であります。

 
 
２．当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を10年と見積り、割引率を0％として資産除去債務の金額を計算しております。
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３．当該資産除去債務の総額の増減

 前事業年度
　 （自平成28年4月 1日
　　 至平成29年3月31日）

当事業年度
　 （自平成29年4月 1日
　　 至平成30年3月31日）

　　　期首残高  5,699千円  5,699千円

　　　有形固定資産の取得に伴う増加額  －  －

　　　時の経過による調整額  －  －

　　　見積りの変更による増加額  －  －

　　　資産除去債務の履行による減少額  －  －

　　　期末残高  5,699千円  5,699千円

 
（セグメント情報等）

 
［セグメント情報］

前事業年度　（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）及び当事業年度　（自　平成29年4月1日　至　平成30

年3月31日）

 
当社は、投資運用業、投資助言・代理業を主とした金融サービスの提供を行う単一セグメントであるため、記載を

省略しております。

 
［関連情報］

前事業年度　（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

   (単位：千円)  

 投資信託運用業務 投資一任業務 情報提供業務 合　　計

外部顧客への営業収益 1,296,283 － － 1,296,283

 
２　地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益に区分した金額が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、地域ごとの

営業収益の記載は省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域

ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 
３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

 
当事業年度　（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

１　製品及びサービスごとの情報

   (単位：千円) 

 投資信託運用業務 投資一任業務 情報提供業務 合　　計

外部顧客への営業収益 1,216,403 － － 1,216,403

 
２　地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益に区分した金額が損益計算書の営業収益の90％を超えるため、地域ごとの

営業収益の記載は省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域

ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 
３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。
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［報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報］

該当事項はありません。

 
［報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報］

該当事項はありません。

 
［報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報］

該当事項はありません。

 
（関連当事者情報）

 
１．関連当事者との取引

◇財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社

前事業年度　（自　平成28年4月1日　至　平成29年3月31日）

種

類

会社等

の名称
所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の

内容又

は職業

議決権

等の被

所有割

合

関係内容

取引の内容
取引金額

（千円）

科

目

期末残高

（千円）役員の

兼任等

事業上

の関係

兄

弟

会

社

楽天証券

株式会社

東京都

世田谷

区

7,495　

(平成29年

3月31日現

在)

イン

ター

ネット

証券取

引サー

ビス業

―

 
兼任

2人

当社投資

信託の募

集の取扱

い等

証券投資信

託の代行手

数料等

 
出向者の人

件費等

245,111

 
 

13,840

未

払

費

用

24,799

 
当事業年度　（自　平成29年4月1日　至　平成30年3月31日）

種

類

会社等

の名称
所在地

資本金又

は出資金

(百万円)

事業の

内容又

は職業

議決権

等の被

所有割

合

関係内容

取引の内容
取引金額

（千円）

科

目

期末残高

（千円）役員の

兼任等

事業上

の関係

兄

弟

会

社

楽天証券

株式会社

東京都

世田谷

区

7,495　

(平成30年

3月31日現

在)

イン

ター

ネット

証券取

引サー

ビス業

―

 
兼任

2人

当社投資

信託の募

集の取扱

い等

証券投資信

託の代行手

数料等

 
出向者の人

件費等

225,276

 
 

16,083

未

払

費

用

22,288

（注）１．上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

　　　２．証券投資信託の代行手数料については、一般取引先に対する取引条件と同様に決定しております。

 
２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

　（1）親会社情報

　　　楽天株式会社（東京証券取引所に上場）
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（１株当たり情報）

 
 前事業年度

　 （自平成28年4月 1日
　　 至平成29年3月31日）

当事業年度
　 （自平成29年4月 1日
　　 至平成30年3月31日）

１株当たり純資産額 153,901円56銭 157,370円98銭

１株当たり当期純利益金額 17,848円94銭 15,064円45銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
 

項　　目
前事業年度

（自平成28年4月1日
　 至平成29年3月31日）

当事業年度
（自平成29年4月1日
 至平成30年3月31日）

 
１株当たり当期純利益金額

  

当期純利益金額（千円） 232,036 195,837

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

 
普通株式に係る当期純利益金額（千円）

 
232,036 195,837

　普通株式の期中平均株式数（株） 13,000.00 13,000.00

 
（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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中間財務諸表

(1）中間貸借対照表

  （単位：千円）

  
当中間会計期間

（平成30年9月30日）

資産の部   

流動資産   

現金・預金  724,327

金銭の信託  1,300,000

前払費用  4,769

未収委託者報酬  205,045

立替金  3,464

その他  5,000

流動資産計  2,242,607

固定資産   

有形固定資産 ※１ 35,964

建物（純額）  21,617

器具備品（純額）  14,346

投資その他の資産  52,407

投資有価証券  42,101

長期前払費用  484

　　　 繰延税金資産  9,821

固定資産計  88,371

資産合計  2,330,979

 
  （単位：千円）

  
当中間会計期間

（平成30年9月30日）

負債の部   

流動負債   

預り金  2,115

未払費用  106,172

未払消費税等  11,796

未払法人税等  45,641

賞与引当金  21,932

役員賞与引当金  4,360

流動負債計  192,018

固定負債   

資産除去債務  5,699

固定負債計  5,699

負債合計  197,717

純資産の部   

株主資本   

資本金  150,000

資本剰余金   

資本準備金  400,000

その他資本剰余金  229,716

資本剰余金合計  629,716

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金  1,353,252

利益剰余金合計  1,353,252

株主資本合計  2,132,968

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金  293
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評価・換算差額合計  293

純資産合計  2,133,261

負債・純資産合計  2,330,979
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(2）中間損益計算書

  （単位：千円）

  
当中間会計期間

（ 自　平成30年4月１日　至　平成30年9月30日 ）

営業収益   

委託者報酬  612,723

営業収益計  612,723

営業費用   

支払手数料  226,719

広告宣伝費  2,568

通信費  36,983

協会費  857

諸会費  36

営業費用計  267,165

一般管理費 ※１ 218,997

営業利益  126,560

営業外収益   

受取利息  3

有価証券利息  167

雑収入  215

営業外収益計  387

営業外費用   

有価証券売却損  671

為替差損  127

営業外費用計  798

経常利益  126,149

特別損失   

その他特別損失  6

特別損失計  6

税引前中間純利益  126,142

法人税、住民税及び事業税  40,482

法人税等調整額  △994

中間純利益  86,654
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（3）中間株主資本等変動計算書

 

当中間会計期間（自　平成30年4月1日　　至　平成30年9月30日）

 （単位：千円）

 

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 150,000 400,000 229,716 629,716

当中間期変動額     

剰余金の配当     

中間純利益     

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
    

当中間期変動額合計 － － － －

当中間期末残高 150,000 400,000 229,716 629,716

 

 

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
利益剰余金

株主資本

合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算差

額等合計
その他利益剰余金 利益剰余

金合計繰越利益剰余金

当期首残高 1,266,597 1,266,597 2,046,314 △491 △491 2,045,822

当中間期変動額       

剰余金の配当       

中間純利益 86,654 86,654 86,654   86,654

株主資本以外の項目の

当中間期変動額（純額）
   784 784 784

当中間期変動額合計 86,654 86,654 86,654 784 784 87,438

当中間期末残高 1,353,252 1,353,252 2,132,968 293 293 2,133,261
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注記事項

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

(1）有価証券

　　◇その他有価証券

　　　時価のあるもの

中間会計期間末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は、

移動平均法により算定）を採用しております。

 
（2）金銭の信託

　　　時価法によっております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　　　建物　　　　 　10年

　　　　　器具備品　　　 5年～20年

また、取得価額が100千円以上200千円未満の減価償却資産につきましては、3年均等償却によっております。

 
(2）長期前払費用

定額法によっております。

 
 
３．引当金の計上基準

（1）貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上することとしております。

 
（2）賞与引当金

従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当中間会計期間に帰属する額を

計上しております。

 
（3）役員賞与引当金

役員への賞与の支払いに備えるため、将来の支給見込額のうち当中間会計期間末において負担すべき額を計上して

おります。

 
 
 
４．その他中間財務諸表作成の為の基本となる重要な事項

(1）消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当中間

会計期間の費用として処理しております。
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（表示方法の変更）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）を当中間会計期間の期首

から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更し

ております。

 
 
（追加情報）

　当社は、平成30年6月27日開催の定時株主総会で「定款一部変更の件」が承認されたことを受けまして、決算期を3月31

日から12月31日に変更いたしました。したがって第13期事業年度は平成30年4月1日から平成30年12月31日までとなってお

ります。

 
 
（中間貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額
 
 当中間会計期間（平成30年9月30日）

有形固定資産の減価償却累計額  21,945千円

 
 
（中間損益計算書関係）

※１　減価償却実施額
 
 当中間会計期間

（自 平成30年4月 1日
　　至 平成30年9月30日）

有形固定資産  3,812千円

　　　合　　　　計  3,812千円

 
 
（中間株主資本等変動計算書関係）

 
　当中間会計期間（自　平成30年4月1日　至　平成30年9月30日）

 
１．発行済株式に関する事項

 

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式 13,000株 － － 13,000株

 
２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４．剰余金の配当に関する事項

　 該当事項はありません。

 
 
（リース取引関係）

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

当中間会計期間　（自　平成30年4月1日　　至　平成30年9月30日）

　　金融商品の時価等に関する事項

平成30年9月30日における中間貸借対照表計上額、時価、並びにこれらの差額については次の通りです。

   （単位：千円）

 中間貸借対照表計上額 時価 差額

資産

(1）現金・預金

(2）金銭の信託

(3）未収委託者報酬

(4）投資有価証券

①　その他有価証券

 
724,327

1,300,000

205,045

 
42,101

 
724,327

1,300,000

205,045

 
42,101

 
－

－

－

 
－

資産計 2,271,475 2,271,475 －

負債

(1）未払費用

(2）未払法人税等

 
106,172

45,641

 
106,172

45,641

 
－

－

負債計 151,813 151,813 －

（注）金融商品の時価算定の方法

◇資産

(1)現金・預金　(2)金銭の信託　(3)未収委託者報酬

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と類似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

(4)投資有価証券

　　　　 投資信託は公表されている基準価額によっております。

また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照くださ

い。

　　　　◇負債

(1)未払費用　(2)未払法人税等

未払費用及び未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と類似していることから、当該

帳簿価額によっております。

 
 

（有価証券関係）

　その他有価証券

当中間会計期間　（自　平成30年4月1日　　至　平成30年9月30日）

区分 中間貸借対照表

計上額（千円）

取得原価

（千円）

差額

（千円）

中間貸借対照表計上額が取得原

価を超えるもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

36,059

 
 
－

－

35,600

 
 
－

－

459

小　　計 36,059 35,600 459

中間貸借対照表計上額が取得原

価を超えないもの

（1）株式

（2）債券

（3）その他

 
 
－

－

6,042

 
 
－

－

6,078

 
 
－

－

△36

小　　計 6,042 6,078 △36

合　　計 42,101 41,678 422

 
 
（デリバティブ取引関係）

　　該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

 　当該資産除去債務の総額の増減

 
 当中間会計期間

（自 平成30年4月 1日
　　至 平成30年9月30日）

期首残高  5,699千円

有形固定資産の取得に伴う増加額  －

時の経過による調整額  －

見積りの変更による増加額  －

中間期末残高  5,699千円

 

 (セグメント情報等)

［セグメント情報］

当中間会計期間　（自　平成30年4月1日　　至　平成30年9月30日）

当社は、投資運用業、投資助言・代理業を主とした金融サービスの提供を行う単一セグメントであるため、記載

を省略しております。

 
 
 

［関連情報］

当中間会計期間　（自　平成30年4月1日　　至　平成30年9月30日）

１.　製品及びサービスごとの情報

  （単位:千円）

 投資信託運用業務 合　　計

外部顧客への営業収益 612,723 612,723

 
２.　地域ごとの情報

(1) 営業収益

本邦の外部顧客への営業収益に区分した金額が中間損益計算書の営業収益の90％を超えるため、地域ご

との営業収益の記載は省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が中間貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

地域ごとの有形固定資産の記載を省略しております。

 
３.　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、中間損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 
 
 
［報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報］

該当事項はありません。

 
 
 
［報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報］

該当事項はありません。

 
 
 

 
［報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報］

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 

 
 

当中間会計期間

（ 自 平成30年4月１日　至 平成30年9月30日 ）

１株当たり純資産額 164,097円3銭

１株当たり中間純利益金額 6,665円70銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
項目

当中間会計期間

（ 自 平成30年4月１日　至 平成30年9月30日 ）

１株当たり中間純利益金額  

　中間純利益金額（千円） 86,654

　普通株主に帰属しない金額（千円） －

　普通株式に係る中間純利益金額（千円） 86,654

　普通株式の期中平均株式数（株） 13,000.00

 
 
（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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第２【その他の関係法人の概況】
１【名称、資本金の額及び事業の内容】
＜訂正前＞

（1）受託会社

名称 資本金の額

（平成30年7月末日現在）

事業の内容

三井住友信託銀行株式会社

 (再信託受託会社：

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社）

三井住友信託銀行 銀行法に基づき銀行業を営む

とともに、金融機関の信託業

務の兼営等に関する法律（兼

営法）に基づき信託業務を営

んでいます。

342,037百万円

（日本トラスティ・

　　サービス信託銀行

51,000百万円）

 

（中略）

 

（2）販売会社

名称 資本金の額

（平成30年7月末日現在）

事業の内容

三井住友信託銀行株式会社
※1 342,037百万円

銀行法に基づき銀行業を営

むとともに、金融機関の信

託業務の兼営等に関する法

律（兼営法）に基づき信託

業務を営んでいます。

楽天証券株式会社
※2 7,495百万円

金融商品取引法に定める第

一種金融商品取引業を営ん

でいます。

※1　三井住友信託銀行株式会社は、当初申込日においては委託会社による買付にかかる取得申込

みのみを取扱い、継続申込期間は募集・販売業務を取扱いません。

※2　楽天証券株式会社は、継続申込期間から募集・販売等の取扱いを開始します。

 

＜訂正後＞

（1）受託会社

名称 資本金の額

（平成30年11月末日現在）

事業の内容

三井住友信託銀行株式会社

 (再信託受託会社：

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社）

三井住友信託銀行 銀行法に基づき銀行業を営む

とともに、金融機関の信託業

務の兼営等に関する法律（兼

営法）に基づき信託業務を営

んでいます。

342,037百万円

（日本トラスティ・

　　サービス信託銀行

51,000百万円）

 

（中略）
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（2）販売会社

名称 資本金の額

（平成30年11月末日現在）

事業の内容

三井住友信託銀行株式会社
※ 342,037百万円

銀行法に基づき銀行業を営

むとともに、金融機関の信

託業務の兼営等に関する法

律（兼営法）に基づき信託

業務を営んでいます。

楽天証券株式会社 7,495百万円

金融商品取引法に定める第

一種金融商品取引業を営ん

でいます。

※　三井住友信託銀行株式会社は、当初申込日においては委託会社による買付にかかる取得申込み

のみを取扱い、継続申込期間は募集・販売業務を取扱いません。
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独立監査人の監査報告書

 

 平成３０年１２月２１日

楽天投信投資顧問株式会社  

 

取締役会　　御中  

 

 EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　藤　　志　保　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 福　村　　　寛　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状

況」に掲げられている楽天・スタイル・リスク・プレミア戦略ファンドの平成３０年９月２５日から平成３０年１１

月２０日までの計算期間の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益及び剰余金計算書、注記表並びに附属明細表につ

いて監査を行った。

 
財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策

定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部

統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積

りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、楽

天・スタイル・リスク・プレミア戦略ファンドの平成３０年１１月２０日現在の信託財産の状態及び同日をもって終

了する計算期間の損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
利害関係

　楽天投信投資顧問株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記

載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

　（※）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管して

おります。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

 平成３０年５月２１日

楽天投信投資顧問株式会社  

 

取締役会　　御中  

 

 新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　藤　　志　保　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 福　村　　　寛　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状

況」に掲げられている楽天投信投資顧問株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの第１２期事

業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記

について監査を行った。

 
財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策

定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当

監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク

評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部

統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積

りの評価も含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、楽天

投信投資顧問株式会社の平成３０年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべ

ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

　（※）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管して

おります。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

 平成３０年１１月１４日

楽天投信投資顧問株式会社  

 

取締役会　御中  

 

 EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　藤　　志　保　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 福　村　　　寛　　印

 
　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会社等の経理状

況」に掲げられている楽天投信投資顧問株式会社の平成３０年４月１日から平成３０年１２月３１日までの第１３期

事業年度の中間会計期間（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中

間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を

行った。

 
中間財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査

を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して

投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画

を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

　中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手続

の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による中間

財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監

査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作

成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適

用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
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中間監査意見

　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準

拠して、楽天投信投資顧問株式会社の平成３０年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間

（平成３０年４月１日から平成３０年９月３０日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　　上

 

　（※）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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